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Forecasting of the ˆrst ascending day and the number of ascending schools of juvenile amphidromous ayu

Plecoglossus altivelis altivelis were examined in the Naka River, Tochigi Prefecture, central Japan. We analyzed

the relationships among 4 parameters (cumulative sea water temperature from October to March near the estuary
of the Naka River, the day of the ˆrst observation of an ascending school, the number of ascending schools ob-

served from March to June and the average body weight in late October) over a period of 721 years between

1979 and 1999. The ˆrst observation day of a school was signiˆcantly earlier when the cumulative water tempera-

ture from February to March was higher. The number of schools was larger both when the cumulative water tem-

perature in March was higher and the ˆrst observation day of a school was earlier. The body weight in late Oc-

tober was smaller when the number of schools was larger. The results show that the ˆrst observation day of a

school and the number of schools can be forecasted from the cumulative water temperature from February to

March, and the cumulative water temperature in March and the ˆrst observation day of a school, respectively.

キーワードアユ，Plecoglossus altivelis altivelis，両側回遊型，海産アユ，遡上，海水温，予測

アユ Plecoglossus altivelis altivelisは内水面漁業上重要

な魚種である。本種は自然分布河川では両側回遊型の生

活史を送り，1,2)漁獲物は天然アユとして市場価値も高

い。また，自然分布河川だけでなく，自然分布以外の河

川や自然分布河川の分布域より上流において種苗放流が

行われ，資源利用が図られている。アユの漁業者は減少

傾向にあるが，遊漁者は現在でも多く，資源の増大が期

待されている。しかし近年では，生息環境の悪化36)や

冷水病の発生，7,8)カワウ Phalacrocorax carboによる食

害9)などのために，アユの資源量は減少傾向にあると考

えられている。

アユは生活史の側面から大きく次の 5つのタイプに

分けられる。すなわち，両側回遊型である海産アユ，琵

琶湖を代表とする湖産アユ，海産アユを捕獲後放流した

放流海産アユ，湖産アユを捕獲後放流した放流湖産ア

ユ，人工採卵により種苗生産し放流した人工産アユであ

る。このうち，琵琶湖の湖産アユは全国各地で大量に放

流されているが，再生産に寄与していないと考えられて

いる。1014)また，琵琶湖の湖産アユと人工産アユは，最

近では冷水病のために放流種苗として敬遠されている。

これらのことから，海産すなわち両側回遊型アユの増殖

を望む声が大きい。

両側回遊型アユの再生産については，産卵期，15)産卵

環境，1618)産卵行動，19,20)仔魚の降下生態，2131)河口付
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Fig. 1 Map of the study area. A and B indicate the loca-
tions where the observations of ascending juvenile ayu
schools were conducted between 1980 and 1999. C in-
dicates the location where the daily sea water tempera-
ture was measured from October 1 to March 31 be-
tween 1979 and 1999.
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近あるいは海における仔稚魚の生態，3245)稚魚の遡上生

態29,42,46,47)に関する多くの知見がある。しかし，再生産

に関するこれら個別の情報を統合するなどして，両側回

遊型アユの遡上予測を試みた例は相模川29)の他に見当

たらない。資源の状態を予測することは資源管理上重要

である。48)アユの種苗放流はおもに漁業協同組合（以

下，漁協と略す）によって行われているが，遡上量を予

測できれば，漁協は遡上量の多い年には放流量を少なく

したり，少ない年には放流量を多くするように放流計画

を検討することができる。

本研究では，関東地方北部の那珂川の両側回遊型アユ

について，仔稚魚の生活場所である海における冬の積算

海水温ならびに栃木県における稚魚の遡上初認日遡上

稚魚の観察群数秋における成魚の平均体重に関する

データを収集し，これら 4要因の関係を解析すること

により，栃木県におけるアユの遡上日と遡上群数の予測

方法を検討したので報告する。

調査場所および方法

調査場所 那珂川とその河口付近において調査を行っ

た（Fig. 1）。那珂川は栃木県北部の那須岳に源を発し，

栃木県と茨城県を流下して太平洋に注ぐ，流程約 150

km，流域面積約 3,270 km2の河川である。全流程のう

ち，上流の約 100 kmが栃木県を流れ，そのうち下流の

約 80 kmとそれに続く茨城県地先がアユの漁場として

おもに利用されている。なお，栃木県の那珂川では，遊

漁者へのアンケート調査とその解析により，49,50) 1994～

1999年の間に毎年 26万～45万人の遊漁者が入漁し，

150万～570万尾（115～251トン）のアユが友釣りで

漁獲されたと推定されている。51)

調査方法

1. 遡上群の観察 1980～1999年の 3月 1日～6月

30日に，河口から約 48 kmと約 60 km上流の栃木県の

2カ所の定点（Fig. 1の A, B）において，おもに午前

中の約 10分間に観察された遡上群数を記録した。アユ

稚魚は帯状あるいは塊状の群れで岸沿いに遡上する。群

れによって個体数は異なるが，個体数を計数あるいは推

定することは困難なため，本研究では個体数の多少に関

係なく，群数を記録した。また，那珂川では例年 4月

以降にアユ稚魚の種苗放流が行われるが，放流直後の種

苗は両側回遊型アユに比べて体色が薄く，動きも敏捷性

に欠けるので，このような特徴を示した群れは放流種苗

とみなして記録しなかった。2定点ともに，栃木県内の

那珂川流域の 4漁協のひとつである茂木町漁協の組合

員各 1名（可能な限り同一人物）に日誌を預け，調査

を依頼した。

2. 海水温データの収集 那珂川を降下したアユ仔稚

魚の生息場所の環境要因として，河口付近における海水

温のデータを収集した。海水温のデータとして，茨城県

漁業無線局が公表している同県ひたちなか市沿岸の毎日

午前 10時の水深 1～2 mの水温を使用した。計測場所

は那珂川河口の北方約 4.3 kmであった（Fig. 1の C）。

那珂川では，仔魚の降下は例年 9月中旬に始まり，5259)

稚魚の遡上は後述のように 3月下旬以降に始まる。こ

のことから，10月 1日～3月 31日を秋から冬にかけて

のアユ仔稚魚のおもな海域生活期として，1979～1999

年の水温データを収集した。

3. 体重データの収集 1993～1999年に，河川生活

期終盤の 10月下旬（10月 16～31日）におけるアユの

平均体重を求めた。1993～1997年については，栃木県

内の那珂川流域の 4漁協（那珂川北部，那珂川南部，

那珂川中央，茂木町）に，おもに友釣りで採集を依頼

し，漁獲物の体重を計測した。1998年と 1999年につ

いては，上記の 4漁協の組合員各 1名に日誌と秤（は

かり）を預け，友釣りによる漁獲物の体重の記録を依頼

した。

4. 相関と回帰式の推定 10月 1日～3月 31日の間

の積算海水温と遡上初認日（3月 1日を起点とした遡上

初認日までの経過日数）との関係，積算海水温と遡上観

察群数との関係，遡上初認日と遡上観察群数との関係，

遡上観察群数と 10月下旬の平均体重との関係について

それぞれ相関を求めた。

積算海水温と遡上初認日および遡上観察群数との関係

については，10月 1日～3月 31日の 6ヶ月間について，

1～6ヶ月の月刻みで積算海水温を求めてそれぞれの要

因との間の相関を求め，相関が最も高く，なおかつ有意

（Bartlettの検定，p＜0.05）な期間を求めた。そして，

月刻みで求めた有意な期間について，さらに日刻みで積
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Fig. 2 Changes in the average sea water temperature
near the estuary of the Naka River from October to
March between 1980 and 1999. Vertical bars show the
standard deviations.

Table 1 Correlation between the cumulative sea water
temperature in winter near the estuary of the Naka
River, and the duration1 and the number of observed
ascending schools of juvenile ayu in the Naka River

Period
Duration (days) Number of schools

r p2 r p2

Oct.Mar. －0.696 0.0036 0.396 n.s.
Oct.Feb. －0.556 0.0377 0.307 n.s.
Oct.Jan. －0.428 n.s.3 0.247 n.s.
Oct.Dec. －0.344 n.s. 0.232 n.s.
Oct.Nov. －0.234 n.s. 0.202 n.s.
Oct. －0.105 n.s. 0.152 n.s.
Nov.Mar －0.743 0.0011 0.412 n.s.
Nov.Feb. －0.627 0.0143 0.322 n.s.
Nov.Jan. －0.494 n.s. 0.258 n.s.
Nov.Dec. －0.401 n.s. 0.243 n.s.
Nov. －0.303 n.s. 0.219 n.s.
Dec.Mar. －0.776 0.0004 0.417 n.s.
Dec.Feb. －0.674 0.0058 0.316 n.s.
Dec.Jan. －0.547 0.0489 0.249 n.s.
Dec. －0.464 n.s. 0.251 n.s.
Jan.Mar. －0.775 0.0004 0.425 n.s.
Jan.Feb. －0.641 0.0112 0.297 n.s.
Jan. －0.431 n.s. 0.174 n.s.
Feb.Mar －0.821 ＜0.0001 0.474 n.s.
Feb. －0.720 0.0020 0.363 n.s.
Mar. －0.801 0.0002 0.500 0.0495

1 Number of days from March 1 to the day of the ˆrst observation
of an ascending school of juvenile ayu

2 Bartlett's test
3 Not signiˆcant ( p＜0.05)
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算海水温を求めて要因との相関を解析し，より早い時期

に有意な相関が認められる最短期間を求めた。その期間

について回帰式を求め，回帰係数の有意性を分散分析に

よって検定した。

遡上初認日と遡上観察群数との関係および遡上観察群

数と 10月下旬の平均体重との関係については，相関が

有意であった場合にそれぞれ回帰式を求め，回帰係数の

有意性を検定した。

5. 予測の精度評価 解析の結果求められた回帰式に

基づいて，2000～2002年の遡上初認日と遡上観察群数

の予測値を求め，観測値と比較した。予測値を求めるた

め，1999年 10月 1日～2002年 3月 31日の海水温と

2000～2002年の遡上初認日のデータを，1999年までと

同様の方法で収集した。秋の平均体重については，デー

タを収集しなかった。

結 果

海水温 海水温の平均値±標準偏差は，10月には

19.5±1.0°Cであったが，3月にかけて徐々に降下し，4

月に 11.7±2.1°Cに上昇した（Fig. 2）。水温が最も低下

したのは 2～3月（9.6±1.4～9.8±1.9°C）であった。

遡上初認日 遡上初認日は，最も早かった 1999年に

3月 23日，最も遅かった 1984年に 5月 1日であった。

17年間の初認日の平均は 4月 8±12日であった。

遡上観察群数 2地点における遡上観察群数の合計

は，最も多かった 1982年に 77群，最も少なかった

1984年に 2群であった。17年間の平均は 34.6±23.7

群であった。

体重 10月下旬の平均体重は，最も小さかった 1996

年に 31.9±12.9 g，最も大きかった 1998年に 88.0±

16.5 gであった。7年間の平均は 56.4±19.6 gであっ

た。

相関と回帰式

1. 海水温と遡上初認日との関係 10月 1日～3月

31日の間の月刻みの積算海水温と遡上初認日との間に

は，有意な負の相関が散見され（Table 1），10～3月の

積算海水温が高い年ほど遡上が早く始まるという傾向が

認められた。また，有意な相関が認められた期間には，

いずれも 1～3月のいずれかの月が含まれており，最も

相関が高かったのは 2～3月の積算海水温についてであ

った（r＝－0.821, p＜0.0001）。

2～3月の積算海水温と遡上初認日との関係をみると

（Fig. 3A），直線的な相関の他に，指数的な相関の可能

性が考えられた。そこで，単回帰分析と指数回帰分析を

それぞれ行ったところ，決定係数は単回帰分析では

0.674，指数回帰分析では 0.621であった。このことか

ら，積算海水温と遡上初認日との関係は直線的であると

考えられた。
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Fig. 3 Relationships between the cumulative sea water
temperature from February 1 to March 31 and the du-
ration (number of days from March 1 to the day of the
ˆrst observation of an ascending juvenile ayu school)
between 1982 and 1999 (A) and relationships between
the cumulative sea water temperature from March 1 to
31 and the number of ascending juvenile ayu schools
observed between 1980 and 1999 (B) in the Naka
River.

Fig. 4 Relationships between the cumulative sea water
temperature from December 14 to January 19 and the
duration (number of days from March 1 to the day of
the ˆrst observation of an ascending juvenile ayu
school) (A) and relationships between the cumulative
sea water temperature from February 1 to March 20
and the duration (B) between 1982 and 1999 in the
Naka River.
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積算海水温と遡上初認日との間で，月刻みで最も早い

時期に有意な相関が認められたのは 12～1月であり

（Table 1），この期間について日刻みで相関を解析した

ところ，最も早くかつ短い有意な期間は 12月 14日～1

月 19日であった（ r＝－0.548, p＝0.0480）。この期間

の積算海水温と遡上初認日について，次の回帰式が求め

られた（Fig. 4A）。

D＝－0.186T1＋114.146 (1)

（D遡上初認日，ただし 3月 1日からの経過日数

T1積算海水温）

決定係数は 0.300であり，回帰係数は有意であった（p

＝0.0252）。

（1)式の決定係数は 0.300と低かった。前述のよう

に，遡上初認日の調査を行った 17年間の中で最も早い

初認日は 3月 23日であった。そこで，3月 20日以前に

は遡上はないものと仮定し，月刻みの積算海水温と遡上

初認日との相関が最も高かった 2～3月の間の 2月 1日

～3月 20日の期間について，回帰式を求めた（Fig.

4B）。

D＝－0.122T2＋94.404 (2)

（D遡上初認日，ただし 3月 1日からの経過日数

T2積算海水温）

決定係数は 0.652であり，回帰係数は有意であった（p

＜0.0001）。



292

Fig. 5 Relationships between the cumulative sea water
temperature from October 1 to December 4 and the
number of observed ascending juvenile ayu schools
from March 1 to June 30 (A) and relationships be-
tween the cumulative sea water temperature from
March 1 to 30 and the number of ayu schools observed
from March 1 to June 30 (B) between 1980 and 1999
in the Naka River.
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2. 海水温と遡上観察群数との関係 積算海水温と遡

上観察群数との間には，3月について有意な正の相関が

認められ（r＝0.500, p＝0.0495Table 1），3月の積算

海水温が高い年ほど遡上観察群数が多いという傾向が認

められた。3月の積算海水温と遡上観察群数との関係を

みると（Fig. 3B），直線的な相関の他に，指数的な相関

の可能性が考えられた。そこで，単回帰分析と指数回帰

分析をそれぞれ行ったところ，決定係数は単回帰分析で

は 0.250，指数回帰分析では 0.449であり，積算海水温

と遡上観察群数との関係は指数的であると考えられた。

そこで，遡上観察群数を対数変換して，日刻みで積算海

水温との相関を解析したところ，最速最短の有意な期

間は 10月 1日～ 12月 4日であった（ r＝ 0.449, p＝

0.0473）。この期間の積算海水温と遡上観察群数につい

て，次の指数回帰式が求められた（Fig. 5A）。

S＝exp (0.006T3－3.963) (3)

（S遡上観察群数T3積算海水温）

決定係数は 0.202であり，回帰係数は有意であった（p

＝0.0473）。

（3)式の決定係数は 0.202と低かった。そこで，相関

が最も高かった 3月の積算海水温と遡上観察群数につ

いて回帰式を求めた（Fig. 5B）。

S＝exp (0.009T4＋0.154) (4)

（S遡上観察群数T4積算海水温）

決定係数は 0.377であり，回帰係数は有意であった（ p

＝0.0040）。

3. 遡上初認日と観察群数との関係 遡上初認日と遡

上観察群数との間には，有意な負の相関が認められ（r

＝－0.618, p＝0.0167Fig. 6），遡上初認日が早い年ほ

ど遡上観察群数が多いという傾向が認められた。遡上初

認日と遡上観察群数との関係についても，単回帰分析と

指数回帰分析をそれぞれ行ったところ，決定係数は単回

帰分析では 0.382，指数回帰分析では 0.541であり，遡

上初認日と遡上観察群数との関係は指数的であると考え

られた。遡上初認日までの経過日数と遡上観察群数につ

いて，次の回帰式が求められ，回帰係数は有意であった

（ p＝0.0008）。

S＝exp (－0.064D＋5.653) (5)

（S遡上観察群数D遡上初認日）

4. 遡上観察群数と体重との関係 遡上観察群数と

10月下旬の平均体重との間には，有意な負の相関が認

められ（r＝－0.912, p＝0.020Fig. 7），遡上観察群数

が多い年ほど 10月下旬の体重が小さいという傾向が認

められた。遡上観察群数と体重との関係についても，単

回帰分析と指数回帰分析をそれぞれ行ったところ，決定

係数は単回帰分析では 0.832，指数回帰分析では 0.856

であり，遡上観察群数と体重との関係は指数的であると

考えられた。遡上観察群数と 10月下旬における平均体

重について，次の回帰式が求められ，回帰係数は有意で

あった（ p＝0.0028）。

W＝exp (－0.016S＋4.595) (6)

（W10月 16～31日の平均体重S遡上観察群数）

5. 重回帰分析 3月の積算海水温および遡上初認日

と遡上観察群数との間にそれぞれ有意な相関が認められ

たことから，積算海水温と遡上初認日を独立変数，遡上

観察群数を従属変数として重回帰式を求めた。

S＝－0.026T5－1.433D＋98.382 (7)

（S遡上観察群数T5積算海水温D遡上初認日ま

での経過日数）
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Fig. 6 Relationships between the duration (number of
days from March 1 to the day of the ˆrst observation
of an ascending juvenile ayu school) and the number
of ayu schools observed from March 1 to June 30 be-
tween 1980 and 1999 in the Naka River.

Fig. 7 Relationships between the number of ascending
juvenile ayu schools observed from March 1 to June 30
and the average body weight of adult ayu from Oc-
tober 16 to 31 between 1993 and 1999 in the Naka
River.

Table 2 Forecasted and actual values of the day ˆrst observation of a school and the number of observed schools of juvenile ayu in
the Naka River

Year
The day of the ˆrst observation of a school Number of schools

Actual Forecasted Disparity (days) Actual Forecasted Disparity (no.)

2000 April 14 April 2 －12 32 16 －16
2001 April 11 March 30 －12 35 19 －16
2002 March 22 March 29 ＋7 68 70 ＋2
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決定係数は 0.384であり，回帰係数は有意であった（ p

＝0.0338）。

予測値と観測値の誤差 遡上初認日の予測について，

（1)及び(2)式が求められたが，決定係数がより大きい

(2)式（2月 1日～3月 20日の積算海水温との関係）に

よって予測値を求めたところ，予測値と観測値との誤差

は 2000年と 2001年にそれぞれ 12日，2002年に 7日

であった（Table 2）。

遡上観察群数の予測については，（3), (4), (5)及び(7)

式が求められたが，決定係数が最も大きい(5)式（遡上

初認日との関係）によって予測値を求めたところ，観測

値との誤差は 2000年と 2001年にそれぞれ 16群，

2002年に 2群であった（Table 2）。

考 察

海水温と遡上日との関係 栃木県の那珂川におけるア

ユ稚魚の平均遡上初認日（4月 8日）は，京都府の大雲

川60)や神奈川県の相模川，29)富山県の庄川や神通川61)と

ほぼ同じであった。また，新潟県の信濃川大河津分水

路62)に比べて約 1ヶ月早く，和歌山県の日高川63,64)や宮

崎県の五ヶ瀬川65)に比べて半月ほど遅かった。海から

河川へのアユの遡上は海水温と河川水温がほぼ同じにな

った時期に始まり，その水温は約 10°Cとされてい

る。60,61)那珂川では，河口付近の平均海水温は 2～3月

に 10°Cを下回るが，4月に 10°Cを越える。我々の研究

では，那珂川の河川水温のデータはないが，アユの遡上

は例年 4月上旬に初認されることから，那珂川におい

ても水温の上昇とともにアユは遡上を開始し，その際の

海水温は他の研究例と同様におよそ 10°Cであると考え

られる。

海水温と遡上観察群数との関係 那珂川では，3月の

積算海水温が高い年ほど遡上観察群数が多いという傾向

が認められた。アユは冷水を好む魚類であるが，那珂川

はアユの自然分布域の中では比較的北方に位置してい

る。那珂川の河口付近では，2～3月の平均水温は 10°C

を下回り，低水温の年にはさらに低下する。両側回遊型

アユの稚魚を使用した実験では，水温 10°C以下の河川

水に接すると，水温が低いほど，また低水温にさらされ

る時間が長いほど稚魚の死亡率は増大する。66)これらは
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河川水に対する稚魚の反応であるが，海においても稚魚

の生残は水温に強く影響され，低温時に生残が悪化する

と考えられる。多くのアユの種苗生産施設において，加

温するなどして仔稚魚期の水温をおよそ 15°C以上に保

つようにしていることはこのことを支持する。海におけ

るアユ仔稚魚の生残については，10～11月に海水温が

20°Cを越えるような高温であると，死亡率が増大する

可能性が指摘されているが，67)この他にも 3月の海水温

が低い年には海における生残が悪く，その結果遡上量が

減少し，反対に 3月の海水温が高い年には生残が良好

で遡上量が多くなるということが考えられる。

なお，那珂川では遡上初認日が早い年ほど遡上観察群

数が多いという傾向が認められた。初認日と観察群数と

の間の直接的な関連は不明であるが，遡上が早ければ海

における他の魚種の捕食等による減耗が少なくて済むの

で，遡上数も多く，観察群数も多くなるということが考

えられる。また，2～3月の積算海水温が高い年ほど，

遡上初認日が早いという傾向が認められたが，海水温が

高い年には全般的に気温も高く，そのため河川水温も高

いので，遡上が早く始まるのかもしれない。

秋の平均体重と遡上観察群数との関係 那珂川では，

遡上観察群数が多い年ほど，秋における体重が小さいと

いう傾向が認められた。アユは摂餌のために「なわば

り」を作る。6870)個体数が少なくて密度が低い場合に

は，多くの個体がなわばりを作ることができ，いずれの

個体も成長は良好であるが，密度が高くなるにつれてな

わばりを持てない個体が増加し，そのような個体は「群

れアユ」となって成長は良くない。70)アユでは，海から

の遡上数と河川における生息数との間に正の相関があ

り，河川に遡上してからの死亡率はそれほど高くな

い。71)那珂川では琵琶湖産アユや人工産アユの放流も行

われているが，耳石の形態を指標とした系統の判別調査

の結果，那珂川では両側回遊型アユの割合が高く，栃木

県の中下流部で漁獲されるアユの 90以上が両側回

遊型であると推定されている。72)このことから，両側回

遊型アユの遡上量が多い年には「群れアユ」が増加し，

その結果成長が停滞すると考えられる。

遡上予測の利用 アユの場合，前述のように，海から

河川への遡上後の生残はそれほど悪くないことから，遡

上量が多ければ，河川における個体数は多いことにな

る。したがって，遡上量を予測できれば，漁協は遡上量

の多い年には放流量を少なくし，遡上量の少ない年には

放流量を多くするように放流計画を検討できる。しか

し，那珂川のような大規模河川において，アユの遡上量

を実測することはおそらく無理であろう。また，推定や

予測も現時点では困難である。その一方で，本研究によ

り(5)式によって遡上観察群数をある程度予測できると

考えられた。遡上観察群数が多い年ほど秋の平均体重が

小さいという密度依存的な成長の抑制現象が見られたこ

とから，遡上観察群数は遡上量を比較的よく反映してい

ると考えられる。（5)式の決定係数は0.541であり，予測

は確実であるとは言い難い。そのため，今後さらに精度

の高い予測方法を検討することは言うに及ばないが，現

時点で最も予測精度の高いこの式によって得られた遡上

観察群数の予測値を遡上量の指標のひとつとしてアユの

資源管理に利用するということも考えられる。以下に，

遡上観察群数の予測に基づいた，那珂川におけるアユの

種苗放流方法等について述べる。

1982～1999年の 17年間（1983年を除く）について

みると，遡上初認日は最も早い年に 3月 23日，最も遅

い年に 5月 1日，平均 4月 8日であった。(5)式では，

遡上観察群数を遡上初認日から予測できることから，予

測は早くて 3月下旬以降に可能となる。栃木県の那珂

川流域の漁協におけるアユの種苗放流計画策定の最終期

限はおよそ 4月中旬である。したがって，遡上初認日

が平年並みであれば，遡上観察群数の予測結果を漁協の

種苗放流計画に反映させることができる。すなわち，遡

上観察群数が多いと予測された年には放流量を少なく

し，少ないと予想された年には多くする。放流量が少な

ければ，種苗の購入費は少なくて済み，その差額を秋に

おけるアユの産卵場の造成や他の魚種の増殖に充てるこ

とができる。また，放流量を多くする際には，他の魚種

の増殖費用とのバランスも考慮しつつ，なるべく多くの

アユ種苗を放流する。一方，那珂川水系では両側回遊型

アユの遡上量は相対的に本流で多く，支流群で少ないと

推定されている。72)このことから，遡上観察群数が多い

と予測された年には，支流群に種苗放流を多く行う。那

珂川本流では遡上観察群数が多い年ほど，秋における平

均体重が小さいという傾向が認められたことから，遡上

観察群数の多い年に本流に多量の種苗を放流しても，密

度効果による成長停滞のため，大型のアユの漁獲を望め

ない。したがって，遡上観察群数が多いと予測された年

には，支流群に種苗を多く放流することにより，本支流

ともにアユの漁場として活用することができる。

本研究では，2月 1日～3月 20日の積算海水温から

遡上初認日を予測できることが明らかになった（決定係

数は 0.652）。遡上初認日については，アユの資源管理

や漁場管理に直接反映させることはできないかもしれな

いが，漁業者への漁況予報や遊漁者への釣り情報として

役立つ。また，遡上観察群数から秋の平均体重を予測で

きることが明らかになったが（決定係数は 0.856），秋

の平均体重は遡上初認日と同様に漁況予報や釣り情報と

して役立つ。さらに，遡上観察群数が多い年には漁期終

盤の秋までアユの体サイズが小さく，そのような魚は市

場価値も低いことから，観察群数が多いと予測された年

には例えばテンカラ網73)のように小型のアユを多量に
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漁獲する方法を許可して，“間引き”を行うという資源

管理方法も考えられる。
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